
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度 

（2021.4.1-2022.3.31）降順 

●メディカル事業活動内容 

SHIN 

Human 

Relations 

® 



2022年 3月 21日(月) 13：30~15:30 

質疑対応延長 16：00 

講師：BLS.TeamQQ B-NET@SAIDAIJI 毛利秀司氏 

開場：尼崎市小田南生涯学習フ°ラサ゛2F会議室 1 

対象：応急手当普及員・指導員・普通救命講習Ⅰ又はⅢの受講修了者 

費用：無料 

定員：12名 

（キャンセル 4名）  

（参加者６名） 

ガイドライン 2020 学習会 

 

★既に学ばれていらっしゃる方もおられますが、お互い検証・確認しながら質疑等も入れてのリアル開催を

実施 TeamQQ＠SAIDAIGIの毛利氏を講師としてお迎えし開催させて頂きました。体調によりキャンセルもある中での開催で

したが大変有意義な講習会で参加頂いた方からも貴重な意見や経験などもお聞かせ頂きました。今後ガイドライン 2020が運用

された時には対応できるように研鑽を重ねていきたいと思います。 

 
TeamQQの皆様より SHINに大師て練習用のバッグバルブマスク、成人用と乳児用を見本として寄贈して頂きました。更なる

学習をして参りたいと思います。ありがとうございました。 

2021.12.11(土) 13：30-16：30 

今年度は救命講習で JR西日本あんしん社会財団様の AED助成対象マネキンの胸骨圧迫のアプリを使用させていただ



だきわかりやすいと好評でした。 

エコバックづくりも同様ですが、指導者がまずいつも訓練したり製作することが大切です。それによりその大切さ等

が受講される方に伝わります。今年の締めくくりはスタッフで学習会を実施しその様子を動画にしたので、今後の講

習資料や PR資料にも使いたいと思います。 

又、100％からの胸骨圧迫も人とリレーしながら時間のロス疲れが出てくるとやはり救急車が到着するまでには完成

度が落ちます。 

それを認識し訓練の際はお伝えできるようにしたいと思います 

2021年活動報告会 尼崎市小田南生涯学習プラザ 3Fホール 

 救命講習：質の高い胸骨圧迫体験（計測）・オートショック AEDについて 

 救命バッグ・エコバッグデザインワークショップ 

 
              

2021年 11月 20(土） 

救命研究会が他の行事に変更（当月活動） 

2021年 10月 30日(土） 

尼崎市小田南生涯学習プラザ 13：30-16：30 

救命講習中止 （キャンセル）  

 

2021年 9月 11日（土） 13：15受付~16：30 

尼崎市小田南生涯学習プラザ 

 



普通救命講習Ⅰ介護施設 長洲喜楽苑 

尼崎小田地区内の介護施設・参加職員 4名（初講習 3名/再講習 1名） 

70分講習と 110分実技講習（休憩等含む） 

座学で感染対策の厚生労働省の消毒値の変更などの確認を入れています。 

緊急事態宣言延長下の学習プラザでの講習につき、SHIN講習受講前のうがいより 

感染対策ルール通りに実施いたしました。 

準備スタッフは受講者と接することなく受講中は別場所で待機 

その為研修中の写真を撮影する余裕もありませんでしたが、充実した講習です。 

圧迫リレーも 5分間を 4名で実施しましたが、今までで最高の得点 97.71%でした。 

個人では 2名が 100％（30と軽度な回数ですが、なかなか 100％は出ません） 

来期以降の講習がより充実したものにできるよう 2020年のガイドラインにむけて準備いたします。 しか

し、N95とアイグラスシールドはきつい。変な吹き出物が💦 

 

2021年 8月 27日（金）16：00-19：00 

施設内にて実施 

普通救命講習Ⅰ介護施設 けま喜楽苑 

尼崎市食満にある介護施設の今年度新入社員 9名の初講習実施 

60分講習と 120分の実技（休憩込み） 

テキストと市の感染対策に基づき PowerPointでの応急手当の必要性や手順の学習・啓発／事例 VTRの後実技講

習。 

感染対策があるため班制度ではなく実施する為マネキン 2体で胸骨圧迫交代の練習の為 AEDの扱いと圧迫の実技を

同時に行い 2分の長さの体験 

又 JR西日本あんしん社会財団の助成マネキンは胸骨圧迫の測定が可能 

救急車がくるまでの時間を 9名の胸骨圧迫の交代で測定 

今回の teamは単独では代表者が 30回 93％、5分間を 9名で継続して 90.3％という成績をおさめました。 

通常 30回で 93％なら必ず 80%代なるのですが若さと人数の結果です。リレーのバトンもタイミングが goodでし

た。 

修了後 8/31に尼崎市北消防署園田分署より修了証を受け取りけま喜楽苑に届け完了 

皆さんも体調は問題なく過ごされておりますが、緊急事態宣言中の介護現場です。今後も緊張の中で命と共に向き合

って行かれる皆さんの健康を祈念いたします。 



業務修了後の講習お疲れ様でした。                      

 

 

2021年 8月 4日(水) 13：30-15：30(延長） 

JR西日本あんしん社会財団 救命の助成加盟 3団体の代表参加 "はじめの一歩" （財団より担当の方も参加） 

応急手当普及員 意見交換会 Zoom 

 

●奈良の救命団体 

・推進している内容のグループ内学習の取り組み・課題 

●SHIN 

 活動は今年 4月以降の内容や課題を発表 

 小田地域外の他市の会員よりその地域の状況 

●滋賀の団体 

・現状活動が出来ない中での現状の準備など発表 

●財団関係者よりコメント 

    

    

意見交換会を実施して、コロナ禍での活動状況に地域の差がかなりあることがうかがえました。その中で感染症対策

 

 



の対応をしていると従来のイベント等の手法は当分できないと推測され、リモート特定の事業所・学校での活動に制

限され、特にボランティアに対する制限は大きい事がうかがえます。又リモート重視の活動が増える中で、地域でも

同様で健康維持の活動はできても救命の練習等は厳しい。今後普及方法は検討の必要性を感じます。 

講習の減少、スタッフの高齢化、継承 それぞれの取り組みに関してなど 

各自それぞれに持ち帰り取り組む参考に少しでも役立ったのではないかと 

感じています。 

 

2021.年 7月 10日（土）13：00-16：00 

尼崎市小田南生涯学習プラザ 小会議室Ⅰ 

普通救命講習中止 

乳幼児講習に向けて撮影会実施 

（製作 whistle予約受付会場としても使用） 

 

2021年 6月 7日(月) 9：30~12：30  （準備・片付け）8：45-9：30  12：40-14：30 

 

 

 

 

 

 

 

普通救命講習Ⅲ実施＝感染対策指針に基づく 15版＝ 

主催：尼崎市小田地域振興センター   

ボランティア講師：新山千惠 SHINスタッフ 1名 

対象：おぞの探検隊・ハグミー(防災・子育てグループ )8名+子ども 1名 

今回は参加対象者の方が、防災士として地域の子どもたちを指導される方や、子育

て支援グループ団体の皆さんです。消防署テキストは現在 2015 の感染対策最新版で

すが、今後それぞれの立場で活躍される皆さんには深く乳幼児の講習を学んで頂き

たいと思います。来年度 2020 の受講、気道異物の除去においても色んなケースの体

験訓練や、応急手当（ファーストエイド）の受講、消防での上級者講習・応急手当

普及員講習・日赤救急法・乳幼児支援員の講習を受講し、専門団体として訓練して

頂きたいと願います。緊急事態宣言中、無事に終了し何よりです。地域振興センタ

ー職員の皆様・参加者の皆様、スタッフもお疲れ様でした。 

何より地域のこのような活動される皆さんに講習の場を提供頂きありがとうござい

ました。今後も体調等にはお気をつけください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=152165490233137&id=100063190602396
https://www.facebook.com/109815354050358/posts/317842853247606/
https://www.facebook.com/profile.php?id=100063190602396


 

2021年 5月 14日(金) 13：30~16：30 

小田南生涯学習プラザ 小会議室 1  

胸骨圧迫計測アプリは自分たちの圧迫の結果の評価により状態がわかります。 

ファーストエイドも人工呼吸同様説明と DVDで確認し、異物除去はマネキンで実施。 

不要不急の内容かそうでないかはその立場でないとわかりません。 

とにかく感染対策も救命の訓練の 1つです。 

尼崎市の消防署が訓練継続を認めるという決断にその責任の重さを感じます。 

 

普通救命講習Ⅰ実施＝感染対策指針に基づく テキスト 14版＝ 

対象：小田地区内施設 介護施設喜楽苑職員 2名 

 

緊急事態宣言延長の 5/11日以降は生涯学習プラザは夜のみ閉館で消防署の救命講習 

中止無の為、それに準じて予約事業所の方については実施 

講師：SHIN  新山千惠  

   スタッフ 1名 （荷物搬送と準備・清掃のみで受講者の接触無） 

（受講時徹底事項） 

検温→受付後→うがい・手洗い・消毒→入室 

マスク・グラスフェイスシールド着用・実技はすべてビニール手袋装着 

講習中窓及びドア全開 

又事業所からは終了後 1週間は受講者の健康チェックをお願いし、問題発生    時は連絡が入ります。 

この講習の訓練は、救命講習としての試技は勿論ですが、感染対策を自分の身に着けるということで 3時間を通して

日頃の仕事・生活の中でこの対策ができているかどうかなどを自分自身を検証する機会にもなります。 

  

 

30回の圧迫で 93％の成果 でも 2分以上経過して 2名で交代すると 89％ 

これを救急車が到着するまで保にはどうすべきか今後の課題を持って終了 

 
 

 
 

 



2021年 4月 17日(土）13：00～17：00（内 3時間） 

普通救命講習Ⅰ実施 

実施場所：小田南生涯学習プラザ大会議室 

対象：小田地区内施設 喜楽苑事業所職員 10名 

今回より参加者全員ビニール手袋にグラスシールドをプラス配布して実施しました 

講習前後の各自の健康チェックなどに重点をおいての実施です。 

 
            

 
 

 

 

 


